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ズし， sucrase 及び maltase の活性を測定し，小腸粘膜蛋白質当りの比活性で表わした。ラットの
摂食量は，餌箱の重量を 4時間毎に測定しその重量の減少量から 4 時間内での摂食量とした。
明暗交代照明下( 7 a. m. ~ 7 p. m. :明期)で，自由に摂食させて 2 週間飼育した後に酵素活性




次に照明時刻を変えずに摂食時刻のみを昼間 (9 a. m. --3 p. m. )にずらして 2 週間飼育すると
sucrase 及び maltase は共に摂食時刻に対応して活性の消長が認められ，即ち， 4a. m. に最低値




と， 9a. m. から 3p. m. のみの給餌に限定した場合について酵素リズムを調べた。自由に摂食させ
た場合，飼料摂取は一日の各時間帯を通じでほぼ均等に行なわれる事が判った。この様な摂食パター




に無炭水化物食あるいは標準食 (71%炭水化物食群では sucrase 及び maltase の酵素活性自体は各
時刻とも標準食群に比べて低下していたが，酵素のリズム変化は無炭水化物を与えても，標準食を与
えた場合と同様に，摂食時刻と対応して認められた。
明暗交代照明下 ( 7 a .m. ~ 7 p. m. )で 9 a. m. から 3 p. m. まで飼料を与えて 2 週間
飼育した後に，ラットを絶食させると，飼料が全く与えられていないにも拘らず予定していた摂食時
刻 (9a.m. -- 3p.m.) に対応して活性の上昇が認められた。即ち，一旦形成された酵素リズ
ムは少なくとも 1 日の絶食では消失しなかった。恒常照明下で 4 週間飼育し，この間 9 a. m. から
3 p. m. に摂食時刻を限定した後，ラットを絶食しでも，全く同様に酵素リズムは消失しなかった。
これらの実験事実より，摂食した栄養物の体内移行の結果として酵素リズムは発現するのではなく，















ラットを明暗の条件下，恒常照明の条件下で飼育して，特定時間帯(午前 9 時~午後 3 時)に摂食
をさせ， 4 週間飼育した場合，明暗に無関係で、，摂食時間に同調した酵素活性の上昇と復元が見られ，
しかも，翌日，餌を与えない条件下でも，酵素活性のリズムは消失することなく，同じパターンで出
現している。又，まだ事際に摂食しない午前 8時に既に酵素活性が上昇する事も，上記恒常照明下に
於ても証明された。この事はラットが摂食行動の学習を介して酵素リズム発現の引金が引かれる事を
示すものであって，夜行性のラットが明暗に同調したリズムを持つであろうという従来の考え方に対
して，摂食行動こそがリズム形成に与える重要性を示したものと言える。
なわ，本論文に於て，無炭水化物食を与えても二糖類加水分解酵素活性は，依然として摂食時刻に
対応したリズムが認められることを明らかにしている。この事は，一層上記の見解を支持するもので
あろう。
以上本論文は，リズム形成の引金が，摂食行動の学習過程を介して明暗の如何に拘らず，又，食物
の質に無関係に誘発される事を明らかにした点が独創的で、あって 医学博士の学位を授与する価値が
あると認めるものである。
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